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オオニジウヤホシテントウの食餌植物について
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バレイシヨの1大害虫として知られるオオニジ
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MOTsHuLsKYの食餌植物は，既往の記録と演

者の観察及び実駿の結果を綜合すれば，15科52種

の多きに達するが,･其の中1定の基準に從って鑿

理を行えば,次の7科29種となすことが出來ろ。
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備考：○幼虫’＋雌かに食す,+I･かなり食す,H+好
食，一未調査，×実験観察不良。

以上の中，被害の相當にあるものは，カボチャ
キウリ，ツクバネアサガオ,チョウセンァヅーガオ，
トマト，イヌホウズネ,ナス，バレイシヨ，クコ，

ハクサイの3科10種で実際にはこの中の栽培作物
が本害虫防除の對照となる。

野生植物のイヌホウズキは種煮の点から誘致植
物の可能性がある。′

尚，食餌植物の種類によって成虫の食葉欣態（
喰痕）も幾分異ることが認められた。

（信州大学繊維学部生物学教室〕
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幅井縣産オホニジウヤホシテントウの分布（豫報）
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北方系の害虫といわれるオホージ･ウヤホシテン
々

トウ鋤)Wc〃"α〃廼勿雄cか"αCZ"とz"MOTScH-
ULSKY1)についで,縣内の分布を調喬した概要を

報告したいと思う。
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との調査は昭和24

年6月中旬から7月中

旬にかけ'て，縣下の

各町村農業協同組合

や小，中学校に依頼

して逢付を受けた標

本によった。回答激

は必らずしも多くぼ

なかったが，その結

果と，前縣農試技師

森野伊作氏の観察を

加える､と第1岡及び

第1表のとおりであ

る。

すなわち，本縣の

オウニジウヤホシテ

茸トウの分布は，年

平均氣温（午前10時

擬測)g)14･C以下の

蝿虜帯に濃く，そ恥よ

り温度が高まるにつ

れてだんだん淡くな

っているが，だいた

い至縣下に及んでい

るこ,とがわかる。

高橋奨博士による

と3〕オウニジウヤホ

シテントウの分布限

界ば年平均氣温（午

前10時観測)16･C

の線であるとじ，ま

た渡邊千筒博士は醤）

年平均氣温は各地に

．よって愛化が多いか

ら，分布南限の指標

として夏季平均氣温

〔5～10月）を用い

るべきであるとし，

夏季平均氣温2rCの

線が南限界であると

いう。

いま縣内の分布を

禧井縣産オウニジウヤホシテントウの分布

一

幅 :縣産オウニジフヤホシテントウ
の分布状態と等濫鶴
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第1表禧井縣産オウニジウヤ・ホシテントウの分布調査表
の
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経りにこの小文と

報告するにあたり材

料の提供をいた瞳い
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備考：○⑧窪息する二一一發見しない空白部回答なし

これらの点から考察すると，高橋奨陣士の論ほおし上げる。

Lむね該當するようであるが，範園が狭く氣温変

化が少いため断定はできない。渡避千尚博士の夏

季平均氣温説は最高最低氣温の平均を用いたか，

1鴫観測の平均を用いたかはっきりしないが，10

時観測の平均氣温5)によって調ぺると，21℃線は
年平均氣温16℃線以内にはいりかえって一致しな
い。

これを要するに分布限界を論ずるには,自然

分布の調査に併行して棲息可能温度の実験も必要
グ

とするのではなかろうか｡．

文献

1）この学名は湯浅啓温氏の熱河省昆虫類VI－鞘翅

目（1）てんと5むじ科（1936〉の報文によった。

2）5）輻井縣幡丙気象統計費料〔1897～1937〕．

3）高橋奨：関東地方に於ける二十八星頴虫及大二十

八星頴虫の分布．病虫害雑誌第12巻,第'0号,第
11号。、

4＞渡辺千窟：オウニジウヤホシテントウの分布南限

界の指標としての夏季平均氣温．日本昆虫学会第
9回大会講演要旨（血9〕，

．（禰井縣立挫剛J試騒錫）
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虹ATSUM:URAはリンざの梢端部の撤葉りこ寄生し
て葉を縦に細く捲くので一名葉捲甥虫とも講して
居る｡、

長野縣に於ては至る虚に分布し,其@被害程度
ば奉果の品種によって異り，デリシャス，スター

キング,ゴールデンデウシヤス,澗等は特に被害
甚だしく，國光，紅玉，印度等に於ては稀に捲葉
を見る程度である。近年硫酸ニコチンの不足によ

り被害多い品種壁栽培して居る鴬業者は大害を受
け，廃園の悲運に遡遇せる果樹園も紗く葱い。或
は比較的被害少き品種との改植を余儀なくされた

事実も見のがすことば出來ない。

卵態で多期枝梢上に越年し，翌年4月土，中旬

鋤靴した甥虫即ち幹母は仔虫を胎生し,其の仔
虫ぱ7～10日位で親になり,軍性生殖で胎生する。

この様にして10月初頃まで10数世代胎生繁殖を繼

績する。’0月中旬頃に至れぽ有翅の雌雄を生じ､
次の親は枝梢下の芽の附近に越年卵を産下する。
有翅胎生雌虫の体長は1.5mm内外で，黒色長卵

状である。頭部は黒色，複眼は黒色に近き濃緑色
で顯著であり，3個の単眼は周総赤色味を帯び黒
,色の鯛角は6節より蔵って居る。

”

本虫は松村松年博士の命名で，西谷順一氏（19
27）の加害状況に関する報告，堀松次氏（1937,
1940），高橋奨氏(1:931),進士織平氏(1944)
等の研究報告がある｡，

防除法に就いてば発芽前市販機金蝿割20辺5
倍液に硫酸ニコチンを加用し,發芽當時から2～3

回硫酸ニコチン液，ネオトン液，除虫菊石鹸液等
を撒布する事に依り之が被害の予防躯除すること
の出來得るは既でに中山昌之助氏（194鋤が，リ
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